
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                     

鳥取退職者連合  
会長 齋 木 兵 治 
 
 

ご家族お揃いで新しい年を迎えられたこと

とお慶び申し上げます。 

旧年中は衆議院総選挙はじめ、鳥取退職者

連合の諸活動に対しまして、ご理解とご協力

を賜わり、心から御礼申し上げます。 

さて、迎えました「戌年」、諸説ある中で「滅

びる」「草木が枯れる状態を表す」との説も伝

えられています。今日までの安倍政権の失態

を顧みれば、今後も国民生活を犠牲にした偽

りの政治が強行される懸念は払拭できません。 

その中でも、注視すべき課題は、①保護主

義社会の加速による国際的摩擦や紛争・人権

侵害の横行、②所得格差の拡大による貧困層

の増加と社会秩序の悪化、そして今ひとつは

③国の財政である歳入・歳出への無関心層の

増加です。教育、勤労、納税は憲法における

国民義務であり、民主主義の原点ですが、特

に納税に関しては 2019年 10月に消費税 10％

への引き上げが決定しています。加えて間接

税である「たばこ税」の増額や、新たに「森

林税」の導入も政府税調で固まっています。

加えて、北海道、沖縄への旅行者に対しての

「観光税」「ホテル税」「レンタカー税」等も

検討が進められています。 

 

そもそも国の財政は約 45 兆円の歳入に対

して、90兆円を超える歳出予算を編成する背

景から、赤字国債は 1000兆円を超えて、国民

一人当たり 830 万円の借金を抱える状況で、

勿論、国際社会ではダントツ１位です。 

遡る民主党政権時、消費税の使途は社会保

障と債務返済のみとして国会決議し総選挙に

望みましたが、安倍政権に移行して以来、税

の使途が官邸押付型へと変色しています。子

育て支援や学費無償化などは促進すべき課題

ですが、アメリカ大統領愛娘への 57億円寄附

などを見るにつけ、もはや民主主義は「終り

の始まり」を告げているかのようで、権力者

が弱者から搾取する封建社会を物語っていま

す。 

荒廃した戦後体制から立ち上がった私達は、

その歴史を体験し教訓化した生き証人集団で

す。身体は衰えつつも、目標である安心社会

の建設に向けて、共に行動を興すことを要請

いたします。 

関係団体のみなさまへの 

引き続きのご支援、ご協 

力をお願い申し上げ、 

年頭の所信といたします。 

                                                            第１８号 2018年１月１日 

                            鳥取退職者連合 

                         〒680-0847 鳥取市天神町 30-5 

                              TEL（0857）26-6605・FAX（0857）26-6615 

                              発行人・斎木兵治  編集人・山田敏明 

                                 

http://blogs.yahoo.co.jp/tottorikoutairenn 



 

 

 

     
 

                 

 

                              

 

 

連合鳥取 

                                                       会長 本川 博孝  
新年あけましておめでとうございます。 

会員のみなさまには、ご家族お揃いで、健やかな新春をお迎えになられたこととお慶

び申し上げます。また、日頃より、連合鳥取の運動に対しまして、ご理解とご協力をい

ただいておりますことに心から感謝申し上げます。 

日本の社会は、急激な少子高齢化や人口減少という変化に直面し、経済成長の担い手

である労働力人口の減少が経済を縮小させ、社会保障制度の持続にも大きな影響を及ぼ

し、社会のあらゆる面に悪影響をもたらしています。 

安倍政権が推進する労働法改正や賃上げ要請は、労働者を金儲けのための道具として

利用するものであり、増え続ける非正規労働者、低賃金による格差、将来の雇用や生活

に対する不安を解消するための政策にはなっていません。 

今、必要なことは、労働者を労働力としてだけではなく人として尊重する社会、誰も

の生活が成り立ち、誰もが社会参加できる環境を実現することです。 

社会の不条理に立ち向かい、すべての働く者・生活者の希望と安心を取り戻し、くら

しの「底上げ・底支え」、「格差是正」の取り組みを継続させ、「働くことを軸とする安心

社会」を実現することが、連合運動のテーマです。 

連合鳥取は、労働者・生活者の拠り所としてさらなる運動の強化と、地域に顔の見え

る運動を進めてまいります。引き続き、熱い叱咤激励をいただきますようお願い申し上

げます。会員みなさまをはじめ家族のみなさまにとって、素晴らしい年になることを祈

念いたします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
連合鳥取の活動は  

ホームページ  http://www.rengo-tottori.net/ をご参照ください 
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連合鳥取は、「第 1 回 
執行委員会」（2018.12. 
14）において、境港市・ 
米子市議会議員選挙に右 
の予定候補者を推薦する 
ことを決定しました。 
 鳥取退職者連合会員の 
みなさまのご支援をよろ 
しくお願い申し上げます 
とともに、ご家族、ご友 
人、知人のみなさまへご 
紹介ください。 

境港市議会議員選挙（2018年 2月 4日投開票） 

米子市議会議員選挙（2018年 6月施行予定） 

●推薦決定  

◆境港市議会議員選挙◆ ◆米子市議会議員選挙◆ 

http://www.rengo-tottori.net/


 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
10月 16日(火)、鳥取退職者連合は、国民宿舎 

「水明荘」(湯梨浜町)において「第 25回定期総会」 
を開催し、2017年度の活動の総括と、2018年度の 
活動方針、予算などを確認しました。 
※出席人数内訳／来賓６人 代議員 29人（定数 32人） 傍聴 1人  

執行部 14人（定数 18人）  

オブ 2人 
 

■学習会  
テーマ／ 退職者連合の現状と課題 
 「定期総会」前段に、毎年恒例の「学習会」 
を、日本退職者連合の人見一夫会長を講師に 
迎え開催しました。「日本退職者連合」の組織 
の現状説明と、あわせて、５つの課題について 
細かく解説していただきました。 

＜5つの課題＞ 
①2017政策・制度要求の取り組み  ③地方ブロックの強化 

②低所得者高齢単身女性問題に    ④100万組織建設について 

対する政策・制度要求の取り組み   ⑤第 48回衆議院選挙の取り組み 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
■第２５回定期総会   
宮本秀美副会長の開会のあいさつの後、福井康夫代議員 

(自治退会)を議長に選出し、早速、定期総会を開会しました。 
冒頭、斎木兵治会長は「今回の衆議院議員選挙は『モリ（森友）・カケ（加計）疑惑隠蔽』と断

言できる大義なしの解散劇だが、安倍自民党自らの失政を世論に問い、我が国の平和、立憲主義
を今一度回復すべき総選挙と位置付けられ、政治の回復実現をめざすべき歴史の大きな岐路であ
る。湯原俊二候補必勝、比例ブロック推薦候補かさ上げに向けて、経験則を踏まえた活動を実践
していただくことを強く期待する。私たち退職者連合は、経験則豊かな活動家組織である。残さ
れた選挙日程の中で、一層選挙活動に参加し、安心社会の実現に向けて邁進していただきたい」 
と訴えました。 
その後、連合鳥取の本川博孝会長を 

はじめ、ご臨席いただいた５人の来賓 
のみなさまよりごあいさつをいただき 
ました。 
 
 
 
 
＜議事＞  2017 年度活動・会計決算報告と、2018 年度活動方針（案）・予算（案）について、
山田敏明事務局長が、そして、会計監査報告を磯江悦志会計監査が一括提案し、それぞれ満場の
拍手で承認されました。 
続いて、総会スローガン(表面上)が満場一致で採択され、 

その後、事務局提案として、山田事務局長が、「湯原俊二 
選対より、みなさんに次の３点の活動をぜひお願いした 
い」と連絡があった旨を伝え、「湯原俊二さんは『希望 
の党』で出馬はしているが、政策や信念は何も変わって 
いません！！」と強く訴えました。 

あいさつする斎木会長  福井議長（右） 

－老後を安心して暮らせる社会にしよう！－ 

３ 

ご来賓のみなさま（左より） 退職者連合・人見一夫会長  連合鳥取・本川博孝会長 

             （一財）鳥取県労働者福祉協議会・安長章理事長  全労済鳥取推進本部・五十嵐美知義本部長

中国労働金庫鳥取県営業本部・中島一彦担当部長 

 

学習会の様子 写真上／退職者連合・高柳京子部長と人見一夫会長（右） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇2018全国高齢者集会 

 ・日 時  2017年９月 12日(水)  

・場 所  東京・文京シビックホール 

 ・参加者  斎木会長、山田事務局長 

・その他  基本 2人の参加だが、希望者がいれば追加の参加者がある場合もある。 

◇「とっとり退職者連合＜速報＞」の発行 

 ・タイムリーな情報をお届けするため、2018年度も引き続き「速報」を発行していきます。 

■政策・制度(社会保障制度等)の 
要請行動■  ※５ページを参照※ 

 

■次年度定期総会■ 

 ◇鳥取退職者連合「第 26回定期総会」 

 ・日 時  2018年 10月 3日(水)or４日(木)or５日(金)  

 ・場 所  西部 ※会場により日程を決定します 

 ・参加者  代議員・執行部 

 ・その他   

①「全県学習会」を開催する。 

  ②会場予約の関係で６～7月頃、開催日時＆会場を決定

する。 

  ③「役員推薦委員会」を設置する。 

   委員は 2016年度時の役員を基本(変更可)とする。 

 「第１回会議」を４月６日(金)に行う。 

①現退一致の活動として、各地区の「メーデー大会」

「ピースウォーク」に参加します。 

・第 89回メ ーデ ー大会／2018年４月 29日(日) 

・ピースウォーク／ 2018年 7月下旬～８月上旬 

②連合鳥取からの参加要請による各種行事に参加して

いきます。 

③選挙については、定期総会の確認により行動してい

きます。 

 

■連合鳥取との連携■ 

 

■その他■ 

 

－「第 1回幹事会（2017.11.7）」で決定－ 

４ 

 
鳥取退職者連合は 11月７日(火)、鳥取県労働会館(鳥取市)において、「2018年度

第 1回幹事会」を開催し、2018年度の具体的活動について協議、確認しました。 

■組織拡大の取り組み■ 

 ①「組織拡大委員会」を設置します。 

 ・委員構成  

委員長／前土居副会長 

委員(三役) 斎木会長、宮本副会長、 

山田事務局長 

(地区協事務局長)  

    (東部地区協)、 

平田事務局長(中部)、 

藤井事務局長(西部) 

②「個人会員」の加入について 

・個人会員の加入を促進する。(現在３人) 

・加入範囲は退職者、年金受給者とする。 

・会費は、年 1,000円／人とする。 

・詳しくは事務局までお問い合わせくだ

さい。 

 

■グラウンドゴルフ大会■ 

 ◇鳥取退職者連合 

「第 23回グラウンドゴルフ大会」 

 ・日 時  2018年 10月 25日(木) 

       予備日 10月 26日(金) 

 ・場 所  中部 

 ・参加費  一人 200円 

※グラウンドゴルフは、各地区協でもそれぞれ
年に１～２回大会を開催している大人気のス
ポーツです。 

 会員のみなさま、交流の場として、お誘いあ
わせの上、ご参加ください。   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 成 績 ＞ 

※団体戦＜23チーム（9組織）＞ 

                                                  合計打数 ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ 
                     優 勝  自治退・県・中部・Ａ   218打 ５本 
                     準優勝  私鉄日ノ丸・米子・Ｂ  252打 ２本 
                     第３位  情報労連・中部・Ａ   253打 ２本 

                    ※個人戦＜177人参加＞ 

（敬称略）                          打数 ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ 
                     優 勝  坂口昭彦（情報労連・東部）   27打 ２本 
                     準優勝  手嶋武行（自治退会・県・中部）30打 ２本 
                     第３位  杉本信樹（自治退会・県・中部）34打 １本 
                     第４位  竹歳敏美（自治退会・県・中部）35打 １本 
                     第５位  平本良明（ＪＲ西労組・倉吉） 36打 １本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－「第 22回グラウンドゴルフ大会」盛大に開催－ 

 
10 月 31 日（火）は台風の影響による前日までの冷たい雨から一転、すがすがし

い朝を迎え、会場の大御堂廃寺跡広場（倉吉市）には、早朝より多くのみなさんが
県内各所より集合し「第 22回グラウンドゴルフ大会」は盛大に開催されました。 
昨年は開催予定の 10 月 26 日の直前、10 月 21 日に発生した「鳥取県中部地震」

の影響により中止しました。待ちに待った「グラウンドゴルフ大会」には、過去一
番の申し込みがあり、最終的に、団体戦 23チーム（138人）と個人戦のみ（40人）
の 178人の選手が参加し、ゲームには参加しないスタッフ等総勢 188人が参加して
盛大に開催することができました。 
斎木兵治会長のあいさつの後、倉吉市長の代理として総務部長の矢吹房生さん、

民進党鳥取県総支部連合会幹事長の興治英夫さん（県議会議員）、そして、10 月 1
日に実施された「倉吉市議会議員選挙」で当選された福井康夫さんに激励の言葉を
いただきました。 
その後、中部地区協議会の山部秀樹副会長より競技説明をいただき、早速、コー

スに散り、ゲームを開始、1グループ 12人ほどで和気あいあいとしながらも真剣に
プレーを行いました。 

５ 

写真左上段／斎木会長  矢吹総務部長 

   興治幹事長 福井倉吉市議会議員 

写真右／個人優勝 坂口さん（右） 

    団体優勝 自治退のみなさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

社会保障制度等に関する要請（抜粋） 

※今年度は、従来からの要請事項に、鳥取県独自に下記の 2 事項を 

加えて要請を行いました。 
 

＜地域公共交通の充実＞ 

〇高齢者や障害者の外出機会の保障とまちの活性化のため、地域公

共交通を整備・再編成すること。 

〇買い物や通院など日常生活における移動困難者に対し、交通政策

基本法の趣旨を踏まえ、適切な移動手段を確保すること。 

〇「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」、「交通政策基本

計画」に基づき、交通事業者、公安委員会、道路管理者、利用者

や労働組合等の代表による協議会を設置し、「地域公共交通網形

成計画」の策定やそれに基づく「地域公共交通再編実施計画」を

策定すること。これらの計画とまちづくり計画を一体化して、持

続可能な地域公共交通ネットワークサービスを形成するため、主

体的に創意工夫して取り組むこと。 

利用者利便の向上のためバリアフリー化とシームレス化を実現

すること。このため、警察、交通事業者等と連携して、諸施設の

バリアフリー化を進めるとともに、路面整備、乗り継ぎの円滑化

をはかるため交通結節点を整備すること。 

＜高齢に伴う自動車運転免許証返納＞ 

〇高齢に伴う交通事故防止のため「自動車運転免許証」自主返納の

取り組みを実施している行政もあるが、貴行政の考え方を明らか

にされたい。 

〇なお自主返納を推奨していくのであれば、自主返納者の日常生活

に支障を及ぼすことの無いよう対策を講じる必要があると考え

るが、その考え方を明らかにされたい。 

 
また、東部・中部・西部地区協議会は連合鳥 

取各地域協議会と連携し、当該の市町に同様の 
要請を実施し意見交換を実施していきます。 
 

・東部 ／鳥取市…12/21要請書提出 
・中部 ／倉吉市… 1/11要請書提出 
・西部 ／米子市…12/19要請書提出 

平井知事(左)に要請書を手交 

福間裕隆県議会議員(テーブル奥)も 
連合鳥取推薦県議会議員を代表して同
席いただきました 
 

－鳥取県＆鳥取・倉吉・米子市＆県議会会派「民進党」－ 

 
12 月 26 日（火）、斎木会長他 5 人が鳥取県庁にて平井伸治鳥取県知事に面談し、

「社会保障制度等に関する要請書」と「低所得高齢単身女性問題に関する政策・制
度要求書」を手交しました。 
今後は、県からの回答を受け、１月 29 日(月)、担当の部局と意見交換を実施す

る予定です。 
また、12 月 22 日(金)には、鳥取退職者連合の要望について前進を図るため、県

議会会派「民進党」とも意見交換を実施しました。 

■東部地区協要請行動／要請書を手交

する前土居東部地区協会長 

■西部地区協要請行動／中田利幸米子

市議会議員(左)も同席いただいた 



 

 

 

 

．

中部地区協の活動紹介 ※中部地区協は仲間の親睦や連帯を最重点にしながら、 

高齢社会を取り巻く身近な課題に取り組んでいます。 
◇活動報告◇ 
☆グラウンドゴルフ大会 
＜2017 年度大会＞ ５月 15 日(月)／お台場公園・多目的広場 

個人戦 97 人参加 
 

☆料理教室   11 月 24 日(金)、北栄町中央公民館で“つくる楽しみ”を 
テーマに開催しました。 

※メニュー  ・五目おこわ  ・とうふちくわ（タラの身） 
 ・カラフルこんにゃく ・タラのあら(ジャッパ)汁 

 
☆陶芸教室 ６月 19 日(月)、倉吉市上神焼き窯元にて思い思いの作品を 

作り、８月 24 日(木)、倉吉市文化活動センターで展示しました。 
 

☆囲碁・将棋大会  
８月３日(木)、囲碁(14 人)・将棋(３人)大会を開催しました。 

 
☆芋掘り   初の試みとして「さつま芋」つくりにチャレンジし、中部 

地区役員・会員のみなさんと芋掘りを楽しみました。   
 

 ☆連合鳥取・中部地協との連帯 
連合鳥取中部地協とともに「メーデー大会」 

「ピースウォーク」などの活動に 
参加しました。 

東部地区協の活動紹介   

※１月 16日に「第２回幹事会」を開催し、 
春以降のイベントを計画します。決定次第ご案内しますので 
ご参加ください。 
 

◇活動報告◇ 
☆グラウンドゴルフ大会＆懇親会 
＜第 29 回大会＞ ４月４日(火)／レーク大樹 ※懇親会も開催（44 人参加） 

個人戦 71 人（８組織）、総勢 72 人が参加 
＜第 30 回大会＞ 11 月 20 日(月)／コカコーラ・ウエストスポーツパーク 

団体戦  ６チーム（３組織）、個人戦 56 人（６組織）、総勢 58 人が参加 
 
☆元気で長生きできる食生活を学ぶ－「料理教室」を開催－ 

   東部地区協では、毎年、元気で活躍するための基本である 
「食」に関わる活動を実施しています。 

2017 年度も 8 月 30 日(水)、鳥取市中央保健センターより 
栄養士を講師に迎え、調理実習＆試食昼食と講演を実施しま 
した。 

         
 ☆その他 

東部地区協は地域貢献として「春と秋の砂丘 
一斉清掃」に参加しています。 

  
☆連合鳥取・東部地協との連帯 

連合鳥取東部地協主催の「春闘総決起集会」 
「メーデー大会」「ピースウォーク」などに 
参加しています。 
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＜鳥取退職者連合・2018年度役員＞ ～今年もよろしくお願いします～ 
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会   長 斎木兵治（ＪＲ連合） 副 会 長 前土居一泰（ＪＰ労組）   宮本秀美（ＪＲ連合） 

事務局長 山田敏明（情報労連） 会計監査 有田   剛（ＪＰ労組）  磯江悦志（私鉄総連） 

幹   事 角 敏男（情報労連） 松嶋  進（ＪＰ労組） 伊藤源蔵（自治労）  

板持 昶（ＪＲ連合）  山田泰子（日教組）  正木直志（私鉄総連）   

秋久正行（日教組）  後藤康夫（ＵＡゼンセン）  江谷明則（森林労連）  

    （東部地区協） 平田義人（中部地区協／自治労） 藤井那庶（西部地区協／ＪＲ連合） 

西部地区協の活動紹介    ※西部地区協はみなさんが参加しやすいイベントを 

計画し、親睦と交流を深めています。 
◇活動報告◇ 
☆グラウンドゴルフ大会 

会員の健康と親睦を深める活動として、毎年、 
「グラウンドゴルフ大会」を開催しています。 

 ＜第 12 回大会＞ ５月 23 日(火) 
／日吉津村・海浜運動公園 
団体戦・個人戦 91 人参加（７組織） 

 
☆ブルーベリー狩り 
６月 30 日(金)、こしきのブルーベリー農園に 85 人が集い、毎年恒例の 

「ブルーベリー狩り」を実施しました。 
 
☆連合鳥取・西部地協との連帯 

連合西部地協主催の「新春賀詞交換会」 

「メーデー大会」等に参加しています。 

また、昨年の「衆議院議員選挙」には、 

現職と協力し各種行動に取り組みました。 

 

連合鳥取は「機関紙れんごう鳥取」や「ホームページ」「Facebook」で各種取り組みを発信しています。 
鳥取退職者連合の活動（速報）も掲載されていますので、チェックしてみてくださいね。 

  ホームページアドレス http://www.rengo-tottori.net/   連合鳥取 で検索 

８ 

日本退職者連合（略称／退職者連合）は、各種取り組みを実施した際、「ふれあい情報」を発行し、
会員のみなさまに活動の趣旨や経過について報告をしています。 
しかし、この機関紙については、発行部数の関係上、すべての会員のみなさまのお手元まで届ける

ことができていません。より多くの会員のみなさま、現職の労働組合役員・組合員のみなさまにも退
職者連合の取り組みをご確認いただくため、ホームページを開設されていますのでご紹介します。 

  ホームページアドレス http://tr.jtuc-rengo.jp/   退職者連合 で検索 


